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我はいかにして
 途上国学徒となりしか
塩 田 光 喜
◉
 第一四話
　
虫ちゅう
瞰かん
と
鳥ちょう
瞰かん
の交錯（二）
 ―第一次世界大戦から米騒動へ―
　
尋じん
常じょう
高
等
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
す
ぐ、
祖
母
キ
ク
は
姉
の
ヨ
ッ
セ
さ
ん
と
と
も
に、
倉くら
敷しき
に
女
工
に
行
く。
祖
母
は
一九〇五年の生まれだから、おそらく一九一八年か一九年。第一次世界大戦は終わり、大戦特需は消え、日本は景気後退期に入っていたはずだが 女工の需要は衰えていなかったようだ。　
紡ぼう
織しょく
工
場
の
寮
に
は、
中
四
国
か
ら
集
ま
っ
て
き
た
少
女
達
が
寮
生
活
を
し
て
い
た。
「
女
工
哀
史
」
の
光
景
で
あ
る。
労
働
は厳しかったろうが、少女達は打ちひしがれていたわけではない。　「東京に行ったら、洋裁学校があるんやと」
「うちも東
京行って洋裁習
なろ
て、洋裁の先生になりたいわぁ！」
　
少女達は就寝前の一時、夢を語り合っていたのだ。
　
だが、まもなく、祖母とヨッセさんは仁尾へ呼び帰さ
れる。父、慶
けい
吾ご
の商売が軌道に乗り始めたのだ。
　
それは、祖母の三歳年下の弟、重
しげ
明あき
が尋常高等小学校
卒業後、
県都高松の高松商業中学（現在の高松商業高校）
に進学したことからも窺
うかが
える。教育社会学者の竹内洋に
よれば、戦前 中学校へ進学できたのは資産家の子弟に限られたという。　
だとすれば、祖母の尋常高等小学校卒業から重明の卒
業の三年間に、泰田の家は、娘達を女工に送らねばならない経済状態から息子を上の学校（中学）へ送れる資産家へと浮上していたということになる。一九一八年から一九二一年の間のでき事である。泰
たい
田だ
の家は、盛運に向
かっていたのである。　
片
山
に
よ
れ
ば、
一
九
一
八
年
は
日
本
全
国（
一
道
三
府
三
二
県
）
で
米
騒
動
が
勃
発
し
た
年
で
あ
る。
一
九
一
四
年
の
暮
れ
に
一
石こく
一
一
円
八
五
銭
だ
っ
た
米
価
が
一
九
一
八
年
の
夏
に
は
一
石
四
一
円
六
銭
に
な
っ
た
と
い
う（
片
山［
二
〇
一
二：
一五四］
）。
　
私
は
中
学
校
か
高
校
で
米
騒
動
の
こ
と
を
習
っ
た
時、
「
讃さ
岐ぬき
は
ど
う
や
っ
た
ん
な？」
と
祖
母
に
尋
ね
た
こ
と
が
あ
っ
た
が、
「
あ
っ
た
け
ど、
う
ち
は
あ
ん
ま
り
困
ら
ん
か
っ
た
」
と
言
っ
て
いた。泰田の本家は田んぼを持っていたから、米を収穫すると俵に詰めて牛車を引いて中津賀のうちまで運んできてくれ のだ。後は、近所の米穀商の平
ひら
田た
屋や
さんに米
を脱穀してもらえば、米に不自由はしなか たのだ。　
だが、時の支配層は震
しん
撼かん
したらしい。
　
彼らが知っていたかどうかはわからぬが、フランスで
は、一七八七年夏の干ばつから始まった食糧危機は翌年も続き、食糧価格は五〇％上昇、パリのおかみさん達が騒
ぎ
出
し、
王
妃
マ
リ
ー・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
が「
パ
ン
が
な
い
な
ら
ケ
ー
キ
を
お
食
べ
」
と
言
っ
た
と
か
言
わ
な
い
と
か
で、
一七八九年のフランス大革命が勃発している。　
閑そ
れ
は
さ
て
お
き
話休題、片山によれば、米騒動は「未曾有の大暴動
だ
っ
た。
国
家
は
恐
怖
し
た。
と
り
あ
え
ず
今
回
は
収
ま
っ
た。
しかし、米不足か米価 暴騰が繰り返されれば、国家が生き延びられる保証はない」
（片山二〇一二：一五七）
。
（
し
お
た
　
み
つ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
　
貧
困
削
減・
社
会
開発研究グループ）《参考文献》●片山杜秀［二〇一二］
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